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市

10
月
８
日
、
第
２
回
筑
西
市
下
館
薪
能
を
市
民
会
館
で
開
催
。
梅
若
吉

之
丞
氏
や
観
世
榮
夫
氏
、
野
村
萬
斎
氏
な
ど
が
演
じ
る
幽
玄
の
世
界
に

満
員
の
観
客
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。　
［
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人と自然 共生の空間

五郎助山

西山

宮の杜丸山

筑西市の里山

か
つ
て
里
山
は
、
暮
ら
し
の
な
か
の

燃
料
や
食
料
を
確
保
す
る
大
切
な
場
所

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
木
々
の
間か
ん

伐ば
つ

や
、

下
草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
美
し
い
環
境
が

保
た
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
と
私
た
ち
の
生
活
様

式
の
変
化
に
よ
っ
て
、
多
く
の
里
山
は
忘
れ
ら

れ
、
破
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
荒
れ
た
里
山
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
い
う
活

動
が
全
国
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
筑
西
市

に
も
、
里
山
再
生
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

里
山
へ
行
こ
う
。

筑
西

再
発
見



３

正
しょうこんじ

根寺 英
ひ で お

夫さん

嘉家佐和 西山の会

（嘉
か げ さ わ

家佐和）

動
き
出
し
た『
西に

し
や
ま山
』

　ここ西山で里山づくりが始まったきっかけ
は、不法に投棄されたゴミ処理に始まってい
ます。とてもひどい状況だったため、嘉家佐
和自治会が立ち上がり、ゴミの撤去を行いま
した。地権者の理解を得て、本格的に里山づ
くりがスタートしたのは、今年の１月から。
現在では、30 人のメンバーが間伐や下草刈
りなどの作業を行っています。ほかの里山と
較べるとまだまだですが、少人数のグループ
に分かれて、研修会に出かけるなどして、知
識や技術を磨いています。
　西山は、湿地と雑木林が入り組み、とても
美しい景観を有しています。雑木林の整備が
一段落したら、水辺をきれいにしていきたい
と考えています。夏の夜に蛍

ほたる

が飛んでくれた
らうれしいですね。
　ゴミの山だったころから較べると見違える
ようになりました。ぜひ、市民のみなさんに
足を運んでもらいたいと思います。

美
し
い
西
山
の
風
景
が
戻
っ
て
き
ま
し
た

み
な
さ
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

西山　間伐、下草狩り、落ち葉さらいなどを行う嘉家佐和
西山の会のみなさん。毎月１回、午前中に活動しています。

　

私
た
ち
の
住
む
筑
西
市
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
平
坦
な
地
形
で
、
肥ひ

よ
く沃
な
田
園
地

帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に

は
雑
木
林
が
各
所
に
広
が
り
、
豊
か
な
自

然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、こ
の
雑
木
林
を
利
用
し
て
、

燃
料
や
食
料
、
ま
た
、
田
畑
で
使
う
大
切

な
肥
料
を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

里
山
の
風
景
で
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
と
と
も
に
始

ま
っ
た
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
よ
っ

て
、
多
く
の
里
山
は
忘
れ
ら
れ
、
荒
れ
て

い
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
田
や
畑
も
農
業

の
合
理
化
、
機
械
化
に
よ
っ
て
、
生
き
物

た
ち
の
姿
の
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、人
々
の
心
の
中
か
ら
、

里
山
は
消
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
、
手
入
れ
さ
れ
ず
に
、
荒

れ
果
て
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
里
山
を
再

生
す
る
動
き
が
近
年
、
全
国
各
地
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
悩

む
住
民
グ
ル
ー
プ
や
子
ど
も
た
ち
を
自
然

の
中
で
学
ば
せ
た
い
と
考
え
る
親
た
ち
が

里
山
づ
く
り
を
始
め
た
の
で
す
。

　

筑
西
市
内
で
も
、
現
在
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
、
里
山
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
里
山
の
持
つ
多
様
な
価
値
を
見
直
し
、

人
と
自
然
と
の
関
わ
り
合
い
を
探
ろ
う
と

活
躍
し
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

嘉
家
佐
和
地
区
の
里
山
再
生
に
取
り
組

む
の
は
、「
嘉か

家げ

佐さ

和わ

・
西
山
の
会
」（
正

し
ょ
う

根こ
ん

寺じ

英ひ
で

夫お

会
長
）
の
み
な
さ
ん
で
す
。
こ

の
会
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
の
は
今

年
の
１
月
か
ら
。
集
落
の
西
に
位
置
す
る
、

雑
木
林
に
捨
て
ら
れ
た
大
量
の
ゴ
ミ
を
自

治
会
で
処
理
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

現
在
は
30
人
の
メ
ン
バ
ー
が
里
山
づ
く

り
に
参
加
。
荒
れ
果
て
た
雑
木
林
の
間か

ん

伐ば
つ

、

下
草
刈
り
な
ど
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
活
動
開
始
か
ら
約
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
西
山
に
は
明
る

い
光
が
差
し
込
み
、
人
の
手
に
よ
っ
て
再

生
さ
れ
た
、
昔
懐
か
し
い
里
山
の
姿
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
西
山
の
里
山
づ
く
り
に
は
、
常
総
線

沿
線
地
域
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、「
常
総
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
の
補
助
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

刈
払
い
機
な
ど
の
購
入

費
用
に
使
わ
れ
、
行
政

で
も
会
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、

西
山
の
会
で
は
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
事

業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
変
化
し

て
い
く
西
山
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

筑西・再発見

里山へ行こう
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学
習
の
里『
五ご

ろ
す
け
や
ま

郎
助
山・丸ま

る
や
ま山
』

里山を守る会

笹
さ さ き

木　勝
まさる

さん（辻
つじ

）

NPO 法人

【上】炭焼き小屋では竹炭が焼
かれていました。　【下】稲わ
らで縄をなう、五郎助山の管理
人・小島政男さん（関本）

　丸山の里山づくりは、平成
14 年から取り組んでいます。
私は丸山の方を担当していま
す。
　この丸山の里山づくりが

動き出したきっかけは、大量に捨てられたゴミ
でした。きれいな山にしておけば、捨てられな
いだろうということで、自治会のみなさんに協
力してもらいました。ゴミは、２トンダンプ４
台分もあったんですよ。以来、間伐、下草刈り、
落ち葉さらいなどを毎月行い、里山らしくなっ
てきました。今では県内外から視察団を迎える
ほどになりました。
　五郎助山、丸山は子どもたちとの交流を大切
にしています。昔ながらの里の生活を体験して
もらおうと、田植えや稲刈り、さつまいも焼き、
自然観察会などを行っています。
　また、夏には水辺に蛍

ほたる

が飛び交います。蛍を
子どもたちに見せたくて、会員が寒い時期から
蛍の幼虫の住みやすい環境を整備しているんで
すよ。ぜひ、家族みんなで遊びにきてください。

年間を通して、さまざまな体験学習ができ
る五郎助山、丸山。10 月には、関城東小
学校の５年生が稲刈り体験を行いました。

写真提供：茨城新聞社

　

平
成
12
年
か
ら
活
動
を
始
め
た
「
里
山
を

守
る
会
」（
岩い

わ

月つ
き

正ま
さ

勝か
つ

理
事
長
）
は
県
内
で

も
有
数
の
里
山
グ
ル
ー
プ
で
す
。「
五
郎
助

山
」
と
「
丸
山
」
の
２
か
所
を
管
理
し
、
会

員
も
１
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
16
年
に
は
、
環
境
保
全
と
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

里
山
を
守
る
会
が
す
す
め
る
里
山
づ
く
り

の
特
徴
は
、
年
間
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

へ
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

五
郎
助
山
は
関
城
西
小
学
校
に
近
く
、
ま

た
、
丸
山
は
関
城
東
小
学
校
に
近
い
こ
と
か

ら
、
学
校
側
で
も
授
業
の
一
環
と
し
て
の
里

山
体
験
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

春
に
は
、
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
田
植
え
を

し
、
秋
に
は
鎌か

ま

を
持
っ
て
稲
刈
り
、
脱だ

っ
こ
く穀

に

は
昔
な
が
ら
の
足
踏
み
式
の
脱
穀
機
を
使
い

ま
す
。
普
段
、
自
分
た
ち
が
口
に
し
て
い
る

お
米
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る
と
い
う

経
験
に
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
と
て

も
好
評
で
す
。
里
山
を
訪
れ
る
の
は
、
小
学

生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
児
や
保

育
園
児
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
園
前
の
子

ど
も
た
ち
と
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
や

家
庭
で
の
ス
ト
レ
ス
が
豊
か
な
自
然
の
力
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

五
郎
助
山
と
丸
山
は
自
然
の
宝
庫
で
す
。

里
山
の
再
生
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な
動
植

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
で
は
と

て
も
貴
重
に
な
っ
た
蛍ほ

た
るも
毎
年
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
子
ギ
ツ
ネ
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
る
、
五
郎
助

山
と
丸
山
。
そ
れ
は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
山

を
愛
し
、
山
が
苦
労
を
喜
び
に
代
え
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。
今
日
も
子
ど
も
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら



５

神
秘
の
山『
宮み

や

の
杜も

り

』

みなさんも『里山づくり』に参加してみませんか
今回紹介した里山グループでは、会員を募集しています。特別な知識や技術なんか必要ありま
せん。四季の変化を肌で感じられる雑木林を舞台に、新しい自分を発見してみましょう。

■西山（嘉家佐和）
　「嘉家佐和 西山の会」
　正根寺英夫会長 ℡ 24-8711

■五郎助山・丸山（舟生・木戸）
　NPO 法人「里山を守る会」
　岩月正勝理事長　℡ 090-7906-1082

■宮の杜（宮山）
　「宮の杜里山づくりの会」
　海老沢啓一会長 ℡ 52-1660

　『宮の杜里山づくりの会』は、明野地
区周辺のまちづくりを考える「ぶっぺ
いの会」の部会として毎月１回程度活
動しています。町の中を点検して歩い
た際に、雑木林にゴミが散乱しており、

「美しいまちづくりのためにはまず身近
な自然を守り伝えることが大切」と考
え、里山への取り組みを始めました。
宮山ふるさとふれあい公園内の雑木林
を「宮の杜」と名付け、平成 15 年から
下草刈り・枝打ち・落ち葉さらいなど
の手入れ作業に加え、散策路・案内板・
休憩所などの整備や自然観察会の開催
などを手作りで少しずつ行ってきまし
た。
　実は私、水戸市在住です。毎回作業
に向かうのは結構大変ですが、自然の
中で新鮮な空気を吸って体を思いっき
り動かすと身も心もスッキリして、帰
るころにはいつも元気になっています。
昔の人は里山を手入れして必要な薪な

どを手に入れてきまし
たが、日夜机に向かい、
多くのストレスを抱え
る現代人にこそ、里山
が必要とされているの
かもしれませんね。

宮の杜
里山づくりの会

阿
あ く つ

久津 祐
ゆ う こ

子さん

里
山
で
の
活
動
は
、
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場

●宮山ふるさと
　ふれあい公園

●明野支所至下妻

至下妻

至真壁

観
音
川

里山『宮の杜』

【右】観察会で子どもたちに里山の大切さを語る海老沢啓一会長
【左】里山の入り口に「宮の杜」の大きな看板を建てました。

●関城支所

●関城分署

里山『丸山』

里山『五郎助山』

内
沼
川

黒
子
駅

明野・間々田線

Ｒ
２
９
４

Ｒ
２
９
４

谷
和
原
・
下
館
線

下館・三和線

至三和

至下妻

嘉家佐和

谷
和
原
・
下
館
線

●県生涯学習センター

里山『西山』

常
総
線

筑西・再発見

里山へ行こう
　

宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園
内
の
里

山
で
活
動
し
て
い
る
の
は
、「
宮
の
杜
里
山

づ
く
り
の
会
」（
海え

老び

沢さ
わ

啓け
い

一い
ち

会
長
）
の
み

な
さ
ん
。
も
と
も
と
は
明
野
地
区
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
「
ぶ
っ
ぺ
い
の
会
」

の
み
な
さ
ん
が
、
歴
史
あ
る
宮
山
の
景
観

や
動
植
物
の
保
護
を
目
的
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
平
成
15
年
度
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
は
じ
め
、
よ
う
や
く
散
策
路
や
休

憩
所
の
整
備
が
終
わ
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
定
期
的
に
下
草
刈
り
や
落
ち
葉
さ
ら

い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
あ
る
場
所
は
、
前
方
後
円

墳
の
あ
っ
た
場
所
で
、
今
で
も
そ
の
姿
が

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
番
標
高
の
高

い
と
こ
ろ
に
は
、
古
代
人
が
積

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
巨
石
の

石
群
が
あ
り
ま
す
。
人
は
い
つ

の
こ
ろ
か
ら
か
こ
の
山
を
石
倉

山
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
里
山
づ
く
り
の
会
で
は
、

こ
の
神
秘
に
満
ち
た
里
山
の
再

生
に
力
を
注
ぐ
一
方
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、
歴

史
語
り
や
自
然
観
察
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な

さ
ん
も
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
公
園
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
、
隠
れ
た
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。　



６

筑西しもだて合同庁舎が業務開始
下館駅北の中央地区市街地再開発事業にあわせて進めていた『シビック
コア地区整備事業』で、地区整備の核となる国の施設『筑西しもだて合
同庁舎』が完成。10 月、同庁舎に移転した下館税務署、水戸地方法務
局筑西出張所（旧結城出張所と統合）、下館区検察庁、関東農政局茨城
農政事務所筑西統計情報センターが、それぞれ業務を開始しました。

■シビックコア地区整備事業

　

平
成
８
年
、
旧
下
館
市
は
『
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア

地
区
整
備
制
度
』
に
基
づ
き
、
国
と
共
同
で
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
の
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。『
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
制
度
』
と
は
、

地
域
の
特
色
や
創
意
工
夫
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
官
公
庁
施
設
と

民
間
の
建
築
物
な
ど
の
整
備
を
一
体
的
に
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
顔
と
な
る
、
魅
力
と

賑に
ぎ

わ
い
あ
る
都
市
拠
点
『
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
』

を
形
成
す
る
も
の
で
す
。
市
は
下
館
駅
北
の
中

央
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
を
①
文
化
・
交
流
の
場
、
②

広
域
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
場
、
③
都
市
生
活
の

オ
ア
シ
ス
、
と
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
『
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
』
を
取
り
ま
と
め
、

平
成
14
年
に
国
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
は
、
下
館
駅
か
ら
駅
前

通
り
を
北
に
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に

位
置
し
、
面
積
は
約
2.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
地
区
の

西
側
に
緑
豊
か
な
丘
が
残
り
、
筑
西
が
誇
る
祇

園
祭
り
の
拠
点
・
羽
黒
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
、
駅
前
通
り
の
西
側
に
中
央

地
区
再
開
発
事
業
と
し
て
『
ア
ル
テ
リ
オ
』
が

完
成
し
ま
し
た
。
１
階
に
は
祇ぎ

園お
ん

祭
り
の
神
輿

を
展
示
。
地
域
交
流
と
文
化
活
動
の
中
心
で
あ

る
『
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』、『
し
も

だ
て
美
術
館
』
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

 

約
2.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
一
体
的
に
整
備

 

都
市
の
拠
点『
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
』



７ 筑西しもだて合同庁舎が業務開始

　

ま
た
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
事
業
に
関
連

す
る
都
市
整
備
事
業
と
し
て
、
周
辺
道
路
整
備

な
ど
の
街
路
事
業
や
、
筑
西
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・

青
木
繁
の
作
品
を
陶
板
で
再
現
す
る
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
の
中
心
と
な
る
『
筑
西

し
も
だ
て
合
同
庁
舎
』
は
、
国
の
費
用
で
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
地
上
５
階
、
地
下
１
階
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
は
約
４
，
７
０
０
㎡
。
市
内
各
地

に
分
散
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
国
の
機
関

を
集
約
・
立
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

便
利
で
機
能
的
な
環
境
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
利
用
し
や
す
い
施
設

を
目
指
し
、
幅
広
い
意
見
を
聞
く
場
と
し
て
、

市
民
団
体
な
ど
が
参
加
す
る
『
サ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
』
を
開
催
。
庁
舎
案
内
や
身
体
障
害

者
用
駐
車
場
の
表
示
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
導
入
や
障
害
者
用
駐
車
場

設
置
な
ど
、
す
べ
て
の
人
が
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

▼
下
館
税
務
署

　

…
納
税
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
国
税
の
賦

　
　

課
や
徴
収
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

TEL 

24
ー
２
１
２
１

▼
水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張
所

　

…
登
記
に
つ
い
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

関
城
・
明
野
地
区
の
土
地
家
屋
登
記
事
務

　
　

は
従
来
ど
お
り
下
妻
支
局
で
行
い
ま
す
。

　
　

TEL 

22
ー
３
４
９
５

▼
下
館
区
検
察
庁

　

…
簡
易
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
と
し
て

　
　

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

TEL 

22
ー
２
７
３
０

▼
関
東
農
政
局
茨
城
農
政
事
務
所

　

筑
西
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー

　

…
農
林
水
産
分
野
の
実
態
把
握
や
情
報
提
供

　
　

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

TEL 

49
ー
８
３
８
０

　

市
民
の
安
ら
ぎ
の
場
で
も
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
地
区
。
す
で
に
完
成
し
て
い
る
ア
ル
テ
リ
オ

前
の
広
場
は
、
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
わ
っ
し
ょ
い
市
、

夏
の
盆
踊
り
の
会
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
た
び
、
駅
前
通
り
を
挟
み
ア
ル
テ

リ
オ
前
広
場
に
対
す
る
合
同
庁
舎
前
に
も
、
交

流
と
憩
い
の
た
め
の
広
場
公
園
を
設
け
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
２
つ
の
広
場
の
一
体
的
な
名
称
を

広
く
募
集
。
50
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、

『
シ
ビ
ッ
ク
広
場
』
に
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
者

は
、
11
月
18
日
に
開
催
す
る
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地

区
整
備
事
業
完
成
式
で
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

■
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
事
業
の
問
い
合
わ
せ
は

　

市
都
市
整
備
課　

TEL 

20
ー
１
１
８
２

地区整備の概要図

５階
 筑西統計情報センター
 下館区検察庁

４階  水戸地方法務局筑西出張所

３階  会議室

２階  下館税務署

１階  下館税務署
 エントランスホール

地下
1 階  機械室

◇都市計画道路３・４・１稲荷町線街路事業　◇都市計画道路３・５・９中島富士見町
線街路事業　◇都市計画道路３・４・３中島西榎生線街路事業　◇街区道路整備事業　
◇ポケットパーク整備事業　◇市街地サイン設置事業　◇地区施設整備事業（広場公園
整備）　◇ストリートファニチャー整備事業（名画陶板設置）◇修景施設整備助成補助
事業（歩道セットバック舗装助成）　◇修景施設整備助成補助事業（デザイン看板助成）

シビックコア地区整備事業に関連する都市整備事業

 

憩
い
の
空
間
『
シ
ビ
ッ
ク
広
場
』

 

合
同
庁
舎
に
国
の
機
関
を
集
約
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筑西市総合計画の策定を進めています
市は現在、今後 10 年間のまちづくりの方向を定める『筑西市総合計画』の策定作業を行っ
ています。策定にあたっては、市民の意見を反映した計画となるよう、さまざまな方法
で市民の声を聞きながら作業を進めています。　　■問い合わせ　市企画課 ℡内線 484

市民アンケート調査 昨年 11 月、まちづくりについての市民意識を把握するため、郵送によるアンケー
ト調査を実施しました。（市内に住む 20 歳以上の男女から 2,000 人を無作為抽出）

今年２月から約半年、公募などにより選ばれた市民 100 人が、５つの部会（健康
福祉・都市環境・教育文化・産業観光・住民自治）に分かれ、まちづくりの方向
性について協議。８月には、市長に提言書を提出しました。

今年２月から約半年、地域の代表 140 人が中学校区ごとの７つの部会（下館・下
館西・下館南・下館北・関城・明野・協和）に分かれ、地域づくりの方向性につ
いて協議。８月には、市長に提言書を提出しました。

今年２月、市内の各地区・各分野で活動している市民団体や公的団体などに対して、
団体活動の視点からの意見・提案を募集。78 団体から提案書の提出を受けました。

今年の９月から 10 月にかけて、広く市民の意見を聞くために、しもだて地域交流
センター・関城生涯学習センター・明野いきがいセンター・協和公民館の各会場
で住民懇談会を開催しました。

各種団体による提案

市民地域づくり会議

市民まちづくり会議

住　民　懇　談　会

■総合計画は今後、次のスケジュールで進めていきます。

市長が、学識経験者などで組織する総合振興審議会に諮問

総合振興審議会が調査審議し、市長に答申書を提出

議会による議決により、総合計画決定

市長が、市議会に計画案を上程

市民の意見を反映した計画案を作成
▼

▼

▼

▼

筑西市総合計画とは
総合計画は、市の将来を見通した総合

的で計画的な行政運営を図るための基

本方針となるもので、市の最上位計画

です。この計画は、10 年後の市の将来

像を明らかにし、その実現のための施

策の大綱を定める『基本構想』と、そ

れを実現するための主要な施策を部門

別に示す『基本計画』から構成されます。
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■『知事と語ろう明日の茨城』を開催

　10 月 23 日、市コミュニティプラザで『知事と
語ろう明日の茨城』が開催されました。県西地域
の住民約 120 人が参加し、より良い茨城づくりの
ため、橋本昌知事と活発な意見交換を行いました。

■安全・安心まちづくりを目指して講演会
　10 月４日、市コミュニティプラザで、筑西地
区防犯協会と筑西警察署が、筑西市安全・安心
まちづくり講演会を開催。県警察本部安全安心
まちづくり推進室長の永塚勉警視による講演や、
市内で防犯活動を実践する野殿ＳＰ、小栗子ども
を守る会、川島防犯分会の事例発表を行いました。

■わくわくスポーツ大会で交流と健康づくり
　10 月４日、下館運動公園で、茨城県健康福祉
祭わくわくスポーツ県西Ａ地区大会を開催。県
西地区の６市１町から参加した約 600 人のお年
寄りが、ゲートボールや輪投げなどを行いました。

■上羽黒神社本殿・拝殿の屋根などを修理
　県と市による補助を受け、上羽黒神社（岡芹）
が本殿と拝殿の屋根などを修理しました。同神
社の本殿と拝殿は江戸時代初期の建造と考えら
れ、ともに県指定の文化財となっています。

■宝くじ収益を地域コミュニティに

　平成 18 年度自治宝くじ助成事業の援助を受
け、桜塚集落が子供用神輿を整備。これは、財
団法人自治総合センターが、地域コミュニティの
健全な発展と宝くじの普及広報のため、宝くじの
受託事業収入を財源に助成しているものです。

スタート

行政改革
筑  西  市

START

Vol.4

市
民
と
市
役
所
が
連
携
し
て
行
動
す
る

協
働
の
ま
ち
筑
西
市
を
築
き
ま
す

　

市
が
行
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸
念
し
て
い
る
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
筑
西
市
は
、
市
民
福
祉
実
現
と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
た
行

政
改
革
を
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
達
成
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
は
、
今
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
に

あ
り
、
今
後
も
、
す
ぐ
に
好
転
す
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
市
は
こ
れ
ま
で
、
財
政
健
全
化

の
た
め
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
平
成
21
年
度
ま
で
の
職
員
数

10
％
削
減
な
ど
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
将

行政改革による経費(人件費など)の削減
　力強い筑西市づくりを目指して進めている、行政改革。市が
行った経費削減などの実績と今後の計画をお知らせします。
　○人件費削減実績　
　　・昇給制度の改革による削減額　　　　約 3 億円
　　・退職者の不補充による削減額　　　　約 1 億 6 千万円
　○職員数の削減計画（平成17年度基準）
　　・平成21年度までに約120人、26年度までに約300人削減
　○事務事業の再編・整理計画（平成17年度～21年度）
　　・廃止完了 19 事業 ・統合 24 事業 ・その他 36 事業

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
使
い

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
市
民
に
負

担
を
求
め
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
と

市
役
所
が
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
協
力
し
て

働
く
こ
と
で
す
。
市
民
と
市
役
所
が
い
わ
ば
車

の
両
輪
と
な
り
互
い
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

進
め
る
の
が
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

車
の
両
輪
と
な
り
協
力
し
て
進
め
る

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
役
所

市
　

民

まちづくり

来
の
市
民
福
祉
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
公
共
の

サ
ー
ビ
ス
を
従
前
と
は
違
う
方
法
で
提
供
で
き

な
い
か
な
ど
、
市
の
仕
事
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
し
、

や
り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

市
の
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
公
共
は
行

政
だ
け
が
考
え
、
役
割
を
担
う
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
と
市
役
所
が
一
体
と
な

り
担
う
公
共
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
過
去
の
方
法
に
と
ら
わ
れ
な

い
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
、
将
来
も
安
定
し
て

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
る
た
め
、
市
は
、
情
報

公
開
を
徹
底
し
、
説
明
責
任

を
十
分
に
果
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
職
員
が
積
極
的
に
地

域
に
入
り
、
市
民
の
納
得
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
体
制
を
作
る
た

め
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。



６

あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

10

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
15
日
、
市
民
会

館
で
、
筑
西
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
命

を
失
っ
た
筑
西
市
関
係
の
戦
没
者
の
御み

霊た
ま

に
対
し
追
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

そ
の
遺
族
に
深
い
敬
意
を
表
し
、
市
民
を

あ
げ
て
恒
久
平
和
を
祈
念
、
市
勢
発
展
へ

の
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
亡
く
な
っ

た
軍
人
・
軍
属
な
ど
の
遺
族
や
来
賓
な
ど

約
６
０
０
人
が
参
列
。
冨
山
省
三
市
長
に

よ
る
式
辞
、
来
賓
に
よ
る
追
悼
の
辞
に
続

き
、
遺
族
会
各
地
区
代
表
者
な
ど
に
よ
る

献
花
を
行
い
ま
し
た
。

戦没者 2,877 人の御霊に追悼の意

　

浄
化
槽
の
日
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

環
境
省
と
国
土
交
通
省
の
後
援
に
よ
り
毎

年
開
催
し
て
い
る
『
全
国
浄
化
槽
大
会
』

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
標
語
募
集
で
、
五

所
小
学
校
６
年
の
日ひ

比び

野の

崇し
ゅ
うく

ん
（
上か

み

平ひ
ら

塚つ
か

）
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作
品
は
『
水
は
地
球
の
宝
物 

み
ん
な
で

広
め
よ
う 

浄
化
の
心
』。
昨
年
秋
に
社
会

科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
五
所
地
区
内

に
あ
る
浄
化
槽
を
製
造
し
て
い
る
工
場
を

見
学
、
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
標
語
で

表
現
し
ま
し
た
。「
工
場
を
見
学
し
て
、

水
と
環
境
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」。

水は地球の宝物…

　

���


�
�
�
�
���


�

筑
西
市
柔道連盟



（
会
長
＝
池い

け

内う
ち

廣ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
・
68
歳
）
が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
同
連盟

は
、
昭
和
40
年
創
設
の
下

館
市
柔道連盟



時
代
か
ら
、
柔道

の
普
及

や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
。
昭
和
45

年
の
下
館
武
道
館
竣
工
以
降
は
同
館
を
拠

点
に
、
子
ど
も
か
ら
青
年
ま
で
が
参
加
し

て
稽け

い

古こ

を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
35
歳
以
下
の

選
手
が
参
加
す
る
全
国
青
年
大
会
の
柔道


で
優
勝
。
池
内
会
長
は
、「
柔道

を
通
じ

て
立
派
な
人
間
を
育
て
る
こ
と
、
人
づ
く

り
が
目
標
で
す
」
と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

柔道を通じて人を育てる

第 20 回全国浄化槽大会の標語で最優秀賞

筑西市柔道連盟に文部科学大臣表彰

筑西市戦没者追悼式



筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 19 年 1 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保

護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、11 月 30 日（木）

までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

12/25（月） 津軽三味線「吉田兄弟」全国ツアー 2006
茨城県立県民文化センター����� ��������������［���� ��������������水戸市� ��������������℡ 029‐241‐1166］�開
演 午後６時 30 分 Ｓ席 6,500 円 Ａ席 5,500 円 和太鼓・ヴァイ
オリン・尺八との豪華競演。2006 年吉田兄弟の集大成がここに。

臼
うす

 井
い

  千
ち

 夏
なつ

 ちゃん

11月 8日生 （���山崎�）
石
いし

 川
かわ

  智
さと

 子
こ

 ちゃん

11月8日生（茂田）
古
こ

 池
いけ

  心
ここ

 美
み

 ちゃん

11月 8日生 （���谷部�）
檜
ひ

 森
もり

  幸
ゆき

 奈
な

 ちゃん

11月 8日生 （���女方�）
長
なが

 濵
はま

  祐
ゆう

 太
た

 くん 

11月 9日生 （玉戸）
百
から

木
き

田
た

 愛
まな

 斗
と

 くん

11月 11日生 （下中山）

大
おお

 島
しま

  温
はる

 希
き

 くん

11月 25日生（���桑山�）
廣
ひろ

 瀬
せ

  未
み

 羽
う

 ちゃん

11月 25日生（鷹場町）

飛
ひ

 田
だ

  賢
けん

 人
と

 くん

11月 5日生 （��玉戸）
平
ひら

 山
やま

  愛
あい

 梨
り

 ちゃん

11月 1日生（女方）
谷
や

 島
じま

  悠
ゆう

 斗
と

 くん

11月 5������日�����生 （��直井）
熊
くま

 木
き

  佳
けい

 汰
た

 くん

11月 6日生 （����市野辺�）
佐
さ

 久
く

 間
ま

 柚
ゆず

 凪
な

 ちゃん

11月 6日生 （���岡芹�）
山
やま

 口
ぐち

  未
み

 聖
さと

 ちゃん

11月6日生 （�����みどり町�）
雨
あめ

 宮
みや

  和
かず

 希
き

 くん

11月 8日生 （���蒔田�）

11 おでかけガイド／わが家のアイドル

11/26（日） 劇団四季ミュージカル「異国の丘」
栃木県総合文化センター������ ��������������� ［����� ��������������� 宇都宮市� ��������������� ℡ 028‐643-1010］��  開
演午後６時 30 分　Ｓ席 8,400 円 Ａ席 7,350 円 Ｂ席 6,300 円 
Ｃ席 4,200 円　昭和の歴史を問い直す衝撃のミュージカル。

柴
しば

 田
た

  真
ま

 生
お

 ちゃん

11月13日生（下中山）
佐
さ

々
さ

木
き

 玲
れい

 奈
な

 ちゃん

11月14日生 （向川澄）
尾
お

 竹
たけ

  梓
あずさ

 ちゃん

11月 16日生 （市野辺）
広
ひろ

 瀬
せ

  未
み

 來
く

 ちゃん

11月 16日生 （海老江）
池
いけ

 羽
ば

 梨
り

里
り

花
か

 ちゃん

11月 17日生 （���玉戸�）
大
おお

久
く

保
ぼ

ここな� ちゃん

11月 18日生 （���玉戸�）
上
うえ

 野
の

  真
まさ

 輝
き

 くん

11月 18日生 （関本下）

（土） コンチェルト・コペンハーゲン演奏会
つくばノバホール������ ��������������［����� ��������������つくば市� ��������������℡ 029‐852‐6470］ 
開演午後３時　Ａ席 3,500 円 Ｂ席 2,500 円 Ｃ席
1,500 円 北欧を代表する古楽器オーケストラ

１/20

瀬
せ

 尾
お

  寿
かず

 仁
と

 くん

11月 30日生（���倉持�）

豊
とよ

 田
た

 くるみ� ちゃん

11月 10日生 （���榎生�）

12/10（日） ケルティック・クリスマスコンサート

つくばカピオホール� ������ ������������� ［����� �������������つくば市� �������������℡ 029-851‐2886］
開演午後６時　全席指定 4,500 円　冬の風物詩
恒例のケルト音楽フェスティバルがつくばに上陸。

（土） 筑波大学混声合唱団定期演奏会
つくばノバホール������ ��������������［����� ��������������つくば市� ��������������℡ 090‐1203‐4255］
開演午後２時 前売400円 当日500円　団伊玖磨

「筑後川」　高田三郎「水のいのち」ほか

12/16

12/６（水） レニングラード国立バレエ「くるみ割り人形」
茨城県立県民文化センター����� �������［���� �������水戸市℡�� �����029‐241

‐1166］�����������������������        開演午後６時 30 分 Ｓ席 12,000 円 Ａ席
10,000 円 Ｂ席 8,000 円 Ｃ席 6,000 円　



1212

第
�
�
２
�回 

筑
西
市

▲����������������能・杜若（かきつばた）�����観世榮夫氏ほか

▼��������������仕舞・三輪（みわ）梅若修一�氏ほか

▼���������������仕舞・藤戸（ふじと）岡田晃一氏ほか



13 スナップ／輝く人

　

平
成
元
年
に
旧
下
館
市
の
市
制
施
行
35
周

年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
��

�
�
�
�
�
�

し
て
以来、


�
�
�

秋を彩



る
風
物
詩
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
き
た
下
館
薪

能
。
�
�
�
�
�
�����




�
�
�
�
�
�

昨
年
�
�
�
�����




�
�
�
�
�
�

『筑西


市
下
館
薪
能
』
と
�
�
�
�

名称を


�改

め
、
�
�
�

本
年
は
10
月
８
日
に
���


�
���



開
催
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

華麗な装束を身






に
ま
と
い、舞や謡で幽







玄
の
世
界
を
あ
ら
わ
す
能
。
滑
稽
な
仕
草
や
表

情
で、

観
る
者
を
惹
き
つ
け
る
狂
言
。
梅
若
吉

之
丞
氏
や
観
世
榮
夫
氏
、
野
村
�
�
��

�
�

萬斎��



�
�

氏
と
いう


当
代
一
流
の
能
楽
師
・
狂
言
師
が
繰
り
広
げ
る

伝
統
の
舞
台
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�

が
、筑西�



�
�
�
�
�
��

�

市
民会

館
�
�
��

�

を埋

め
た
満

員
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
�。

三
輪

藤
戸

仕
舞

能　

 

杜
若

狂
言 

柿
山
伏

能　

 
恋
重
荷

▲▼�������������能・恋重荷（こいのおもに）梅若吉之丞氏ほか

狂
言
・
柿
山
伏
（
か
き
や
ま
ぶ
し
）
野
村
萬
斎
�氏
ほ
か 

▼ 

▲



おたより

マイドリムー・

14

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来

私
は
小
さ
い
子
が
好
き
な

の
で
保
育
士
に
な
り
た
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

豊
か
に
す
ご
せ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

田
た な か

中  温
あ つ こ

子 白
しらいし

石  大
だ い き

樹

私
の
夢
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
先
生
に
な
る
こ
と
。
将

来
は
、
市
民
み
ん
な
が
心

は
ず
む
よ
う
な
演
奏
を
し

た
い
で
す
。

わ
た
し
は
将
来
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
に
な
り
た
い
。
良
い
曲
を

み
ん
な
に
た
く
さ
ん
聞
か
せ

て
あ
げ
て
、
ま
ち
全
体
を
元

気
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
自

分
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
。
ご
み
を
な
く
し

て
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
筑
西
市
が
平
和
で
活

気
が
あ
る
ま
ち
に
な
っ
た

ら
い
い
な
。

中 

小
学
校

児
童
数
２
７
５
人

児
童
数
５
２
２
人

私
の
夢
は
、
保
母
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。
小
さ
な

子
が
大
好
き
で
す
。
筑
西

市
を
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

落
おちあい

合  麻
ま お

緒 袖
そでやま

山  武
た け し

志 中
なかじま

島  友
ともひろ

寛荻
おぎわら

原  悠
ゆ う と

斗

将
来
の
夢
は
、
料
理
屋
の

店
長
に
な
る
こ
と
。
筑
西

市
を
ご
み
一
つ
落
ち
て
い

な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
る
こ
と
。
情
報
を

正
し
く
伝
え
て
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
水

泳
選
手
に
な
る
こ
と
。
将

来
の
筑
西
市
は
緑
い
っ
ぱ

い
で
、楽
し
い
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

僕
の
将
来
の
夢
は
、
み
ん
な

の
意
見
を
聞
い
て
発
明
す
る

こ
と
。
将
来
の
筑
西
市
は
、

自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

新
治
小
学
校

　

一
昨
年
の
秋
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
県

域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
で
唯
一
、
茨

城
県
に
は
県
民
向
け
の
テ
レ
ビ
放
送

局
が
な
く
、
朗
報
に
胸
を
躍
ら
せ
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
放
送
が
始

ま
っ
て
も
、
視
聴
エ
リ
ア
は
限
定
さ

れ
て
お
り
、
２
年
以
上
が
過
ぎ
た
今

で
も
、
私
た
ち
の
住
む
筑
西
市
で
は

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸

放
送
局
が
出
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
見

る
と
、
見
て
み
た
い
番
組
が
た
く
さ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑

西
市
に
関
連
し
た
放
送
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
役
所
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
筑
西
市
で

も
放
送
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
、
放

送
エ
リ
ア
の
拡
大
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放

送
局
に
対
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
（
匿
名
）

県
域
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

視
聴
エ
リ
ア
拡
大
を

永
ながもり

盛  佑
ゆ う き

樹早
は や せ

瀬    歩
あゆみ

永
ながもり

盛  葉
は づ き

月

大
おおばやし

林 可
か な こ

奈子



15 スナップ／輝く人

　今年は昭和 61 年の小貝川大水害からちょ
うど 20 年。国土交通省では、その後の河川
改修事業の取り組みを多くの市民に見ても
らおうと、10 月 14 日、ウオーキングフェス
タを開催しました。出発地点の下岡崎近隣公
園には約 300 人の参加者が集まり、目的地の
母
は

子
こ

島
じま

遊水地をめざしました。美しい筑波山
と穏やかに流れる小貝川を見ながら、参加者
は楽しい秋の一日を過ごしました。

ゴールめざしてかんばるぞ
ウオーキングフェスタ in 小貝川

スナップ

『
苦
し
い
時
は
前
進
し
て
い
る
』と
、

 

け
が
を
し
た
日
々
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た

人輝く

少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
で
県
知
事
賞
を
受
賞

 

「『
運
動
は
禁
止
で
す
』。
腰
の
不
調
を
感
じ
て
行
っ
た

病
院
で
医
者
に
こ
う
言
わ
れ
た
時
か
ら
、
僕
の
『
苦
し

い
時
』
は
始
ま
り
ま
し
た
。
僕
は
野
球
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
自
分
で
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
だ
、
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
と
、
用
具
室

の
掃
除
を
し
た
り
、
道
具

の
整
備
を
し
た
り
、
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
僕
な
り
に

一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」

と
、
腰よ

う

椎つ
い

分ぶ
ん

離り

症し
ょ
うに
苦
し

ん
だ
日
々
に
つ
い
て
聴
衆

に
語
っ
た
の
は
、
下
館
中

学
校
３
年
の
仁
平
裕
一
く

ん
。
仁
平
く
ん
は
、
９
月

30
日
に
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
『
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
』
に
出
場
し
、
応
募

者
１
万
７
千
人
の
頂
点
・
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

主
張
の
後
半
で
は
仁
平
く
ん
が
、
自
分
を
応
援
し

て
く
れ
る
仲
間
や
家
族
の
存
在
に
気
が
つ
く
場
面
が

語
ら
れ
ま
し
た
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
る
仲
間
に
冷
た

い
水
を
手
渡
す
と
、
み
ん
な
が
『
あ
り
が
と
う
』
と

言
う
の
で
す
。
毎
日
毎
日
仲
間
た
ち
は
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
自
分
が
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
僕
が
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
」
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
ひ

と
つ
の
前
進
で
し
た
。「
苦
し
い
時
は
前
進
し
て
い

る
。
こ
の
言
葉
の
意
味
が
、今
僕
に
は
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
苦
し
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
逃
げ
な
い
で
強
い
心
を
持

ち
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
て

る
よ
う
に
な
っ
た
仁
平
く
ん
。

こ
の
夏
３
年
生
最
後
の
大
会
で

は
、
見
事
３
塁
打
を
放
ち
ま
し
た
。

仁に

平へ

い 

裕ゆ

う

一い

ち

く
ん
（
中な

か

舘だ
て

）

筑西あらかると
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ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅

　

下
館
駅
を
出
発
し
て
45
分
、
Ｓ
Ｌ
の
停
車

駅
「
益
子
駅
」
に
到
着
し
ま
す
。
益
子
駅
の

あ
る
益
子
町
は
、「
瀬
戸
」「
有
田
」
と
並
ぶ

国
内
屈
指
の
焼
物
の
町
で
す
。
春
と
秋
に
開

催
さ
れ
る
陶
器
市
に
は
全
国
か
ら
約
50
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
駅
舎
は
観
光
客
を

迎
え
る
玄
関
口
と
し
て
、
平
成
10
年
に
改
築

さ
れ
ま
し
た
。
構
内
の
大
き
な
焼
物
と
時
計

台
が
印
象
的
で
関
東
の
駅
１
０
０
選
の
一
つ

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
に
は
観

光
協
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
が
併
設
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

益
子
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
、
美
し
く
整
備

伝
統
の
益
子
焼
に
触
れ
る

●は SL 停車駅

益ま
し

子こ

駅
さ
れ
た
、『
城

じ
ょ
う
な
い
ざ
か

内
坂
通
り
』
の
街
並
み
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
通
り
に
は
、
趣
の
ち
が
う

約
30
の
陶
器
店
が
軒
を
並
べ
て
い
ま
す
。
近

年
の
都
市
計
画
に
よ
っ
て
歩
道
や
ト
イ
レ
な

ど
、
街
並
み
が
美
し
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

軒
先
に
並
ぶ
焼
物
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

陶芸メッセ・益子　メインとなる「陶芸美術館」には人間国宝の故
濱田庄司の作品を展示。敷地内の陶芸工房では陶芸体験もできます。

益子陶器市
11月２日（木）～６日（月）

■益子町観光協会 / ℡ 0285-70-1120

秋 色

　

城
内
坂
通
り
か
ら
細
い
路
地
を
北
へ
入
る

と
陶
芸
の
丘
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
丘
の
上
に

あ
る
の
が
『
陶
芸
メ
ッ
セ
・
益
子
』。
ま
ず
訪

れ
た
い
の
が
『
陶
芸
美
術
館
』。
こ
こ
に
は
、

筑
西
市
出
身
の
陶
芸
家
・
板
谷
波
山
の
教
え

を
受
け
た
、
人
間
国
宝
の
故
濱は

ま

田だ

庄し
ょ
う

司じ

の
作

品
と
益
子
在
住
の
作
家
た
ち
の
優
れ
た
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
か

ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
益
子
焼
、
や
や
厚
手

で
な
め
ら
か
な
肌
触
り
が
特
徴
的
で
、
水
瓶

や
土
瓶
な
ど
日
用
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
陶
器
を
芸
術
の
域
ま
で
高
め
た
、
作
家

た
ち
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
移
築
さ
れ
た
『
旧
濱

田
庄
司
邸
』
と
氏
が
生
前
愛
用
し
て
い
た
登

り
窯が

ま

な
ど
も
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す

る
陶
芸
工
房
で
は
、
ロ
ク
ロ
を
使
っ
た
本
格

的
な
陶
芸
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
に
親
し
み
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
湯
飲
み

や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

陶
器
市
に
出
か
け
よ
う

　

現
在
、
益
子
町
に
は
約
３
８
０
の
窯
元
と
50

の
陶
器
店
が
あ
り
ま
す
。
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
こ
こ
に
窯
を
構
え
る
陶
芸
家
も
多
く
、
そ

の
作
品
は
多
種
多
様
で
す
。
こ
の
益
子
焼
を
気

軽
に
、
そ
し
て
安
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
春

と
秋
に
開
催
さ
れ
る
『
陶
器
市
』
で
す
。
伝
統

的
な
も
の
か
ら
カ
ッ
プ
や
皿
な
ど
の
日
用
品
、

美
術
品
ま
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
進
の

作
家
や
窯
元
の
職
人
さ
ん
た
ち
と
も
会
話
が
楽

し
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
秋
の
一
日
、
陶
芸
の

町
、
益
子
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

益 子
ましこ

下館

下館二高前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

Vol.7

陶芸メッセ・益子

城内坂通り

西明寺

益子焼窯元
共販センター

益
子
駅

益子町役場 至笠間

至宇都宮

至真岡
至岩瀬

益子駅　大正２年開設。焼物の里、益子町の
玄関口として多くの観光客を出迎える。
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�
�
平成

16
年
５
月
、
旧
関
城
町
が
開
講
し
た
『
生
涯
学
習
地
元
学
講
座
』
の
卒
業
生
が
、「
楽
し
み
な

が
ら
地
域
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ
と
を
始
め
た
い
」
と
、『
梨り

想そ
う

の
会
』（
横よ

こ

島し
ま

正ま
さ

利と
し

会
長
・
関せ

き

本も
と

肥あ
く

土と

）
を
結
成
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
ま
ち
を
大
き
な
公
園
に
見
立
て
、
梨
の
里
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
演
出
し
よ
う
と
、
熱
い
思
い
を
込
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
梨
』と『
梨
の
里
』に
か
け
る
郷
土
愛

渡
わた

邉
なべ

 千
ち

代
よ

子
こ

さん（黒
くろ

子
ご

）

■このコーナーを担当したのは、

回
こ
の
よ
う
な
広
域
で
の
構
想
に
参
画
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

の
連
携
の
中
で
、
そ
の
良
い
面
を
う
ま
く
吸
収
し

て
自
分
た
ち
の
活
動
に
取
り
入
れ
、
今
後
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

取
材
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
梨
の
里
ら
し
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組
む
会
員
の
皆
さ
ん
の
姿

を
見
て
、
夢
へ
の
挑
戦
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

筑
西
市
が
、
梨
の
里
と
し
て
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
あ
ゆ
み

　

今
年
３
月
、
筑
西
市
の
『
春
の
花
』
に
、
梨
の
花

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
鬼
怒
川
流
域
に
位
置
す
る
県
西

地
区
は
、
昔
か
ら
梨
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
特
に
関
城

の
梨
は
他
地
域
に
先
駆
け
て
県
銘
柄
産
地
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

関
城
梨
の
発
祥
は
江
戸
時
代
後
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、

西に
し

村む
ら

七し
ち

郎ろ
う

平べ
い

と
館た

て

野の

定さ
だ

四し

郎ろ
う

に
よ
り
栽
培
技
術
が
伝

え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
孫
に
あ
た

る
関せ

き

本も
と

上か
み

の
西に

し

村む
ら

恒つ
ね

さ
ん
宅
に
は
『
関せ

き

本も
と

梨な
し

初は
つ

生な
り

之の

地ち

』
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は
観
賞
用
の
庭

木
と
実
益
と
を
兼
ね
て
栽
培
し
て
い
た
も
の
を
、
長

い
年
月
を
か
け
て
改
良
。
今
日
の
お
い
し
い『
幸
水
』

『
豊
水
』
な
ど
が
完
成
し
、
生
産
量
も
誇
れ
る
も
の

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

梨
想
の
会
が
、
梨
の
里
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ひ

と
つ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
活
動
が
、
市
道
に
親
し
み

や
す
い
愛
称
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
市
の
協
力
を
得

て
、
一
般
公
募
を
実
施
。
関
城
地
区
の
中
央
を
東

西
に
走
る
道
路
に
は
『
ペ
ア
ー
ロ
ー
ド
』（
梨
の
道
）、

同
じ
く
中
央
を
南
北
に
走
る
道
に
は
、
そ
の
昔
飛
行

場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
『
飛
行
場
通
り
』、
関
城
跡

シーニック・バイウェイ構想とは、自然や歴史、文化、風景などをテーマに、訪れる人と迎える地域
の豊かな交流による地域コミュニティ再生を目指すもの。美しい道路空間づくりのために住民や利用
者、ＮＰＯ団体、行政などが一体となって取り組みます。シーニック＝景色、　バイウェイ＝わき道の意。

※注）

▲関東鉄道常総線黒子駅前に植えた梨の木を囲む梨想の会の会員

の
通
り
を
『
関
城
通
り
』、
船
玉
古
墳
か
ら
関
城
支

所
に
続
く
通
り
を
『
船
舟
新
道
』
と
し
、
各
沿
線

に
愛
称
の
入
っ
た
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
各
市
道
に
そ
の
土
地
に
縁
の
あ
る
愛
称
を
つ

け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
梨
の
文
化
と
伝
統
を
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
梨
の
花
や
実
の
育

つ
姿
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
、
関
城
幼
稚
園
、

関
城
保
育
園
、
関
城
地
区
の
小
中
学
校
・
教
育
施
設
、

関
東
鉄
道
常
総
線
黒
子
駅
に
、
観
賞
用
と
し
て
４

～
５
本
ず
つ
自
然
樹
形
の
梨
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、『
梨
の
花
ま
つ
り
』
や
『
梨
の
花
の
あ
る

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
な
ど
、
梨
の
消
費
拡
大

の
た
め
の
事
業
を
計
画
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

梨
想
の
会
は
、
筑
波
山
周
辺
の
７
市
で
組
織
す

る
『
美
し
い
ま
ち
、
み
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
』
の
構
成
団
体
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
路
の
愛
称
募
集
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
シ※
注

ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ
ェ
イ
』

（
風
景
街
道
）
構
想
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
黒く

ろ

岩い
わ

貞さ
だ

吉き
ち

さ
ん
（
関せ

き

本も
と

分わ
け

中な
か

）
は
、「
今

大
き
く
広
が
る
夢
へ
の
挑
戦



　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行（
10
月
１
日
）

に
伴
い
、
現
物
支
給
か
ら
補
装
具
の
費
用
を

支
給
す
る
制
度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
（
お
よ
び
そ
の
世
帯
）
の
所

得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
利
用
者
負
担

も
、
補
装
具
費
の
１
割
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て

左
表
の
と
お
り
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
）

月 額 負 担
上限額（円）

0

15,000

24,600

37,200

世帯の収入状況

 生活保護受給世帯

 市町村民税非課税世帯  

で、利用する本人の収入 

が８０万円以下の人

 市町村民税非課税世帯

 市町村民税課税世帯

区　分

生活保護

低所得１

低所得２

 一  　般　

※
な
お
、
障
害
年
金
お
よ
び
特
別
障
害
者
手

当
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
金
額
の

確
認
で
き
る
振
替
通
知
書
、
通
帳
な
ど
を
持

参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係　

内
線
２
２
６

　

下
館
・
結
城
都
市
計
画
緑
地
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当

該
都
市
計
画
の
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま

す
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ

い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
茨

城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
都
市
計
画
の
種
類
＝
緑
地
（
１
号　

勤
行

緑
地
）　

▼
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の

区
域
＝
①
追
加
す
る
区
域
…
大
字
岡
芹
字
八

丁
の
一
部
、
大
字
中
舘
字
下
次
下
お
よ
び
字

観
音
下
の
各
一
部　

②
削
除
す
る
区
域
…
大

字
中
舘
字
観
音
下
お
よ
び
字
上
川
原
の
各
一

部　

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
13
日
（
月
）
〜
27

日
（
月
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
縦
覧
場
所
＝
茨

城
県
都
市
計
画
課
ま
た
は
市
公
園
街
路
課

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
都
市
計
画
課

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

４
５
８
８

　

市
公
園
街
路
課　

TEL
　

20
　

１
１
７
９

　
『
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意

　

の
火
』

▼
実
施
期
間
＝
11
月
９
日（
木
）〜
15
日（
水
）

▼
期
間
中
は
、
毎
朝
７
時
に
消
防
署
と
防
災

無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
▼

重
点
目
標
と
し
て
住
宅
防
火
・
放
火
火
災
予

防
・
震
災
時
出
火
予
防
の
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
▼
消
防
署
員
に
よ
る
市
内
各
事
業
所
の

立
ち
入
り
検
査
を
行
い
ま
す
。
▼
11
月
９
日

（
木
）
に
消
防
自
動
車
に
よ
る
火
災
予
防
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
防
災
課
消
防
係　

内
線
３
６
８

　

最
近
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に
よ

る
死
傷
事
故
が
発
生
し
て
ま
す
。
下
館
消
防

署
で
は
茨
城
県
消
防
設
備
協
会
の
協
力
に
よ

り
老
朽
化
消
火
器
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
下
館
消
防
署
（
直

井
）
▼
費
用
＝
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
６
型
↓

６
０
０
円
／
10
型
↓
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
消
防
署　

TEL
　

24
　

４
５
０
４

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
小

雨
決
行　

▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き

ビ
ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て

集
積
所
へ　

▼
集
積
場
所
＝
本
城
町
下
館
公

園
、
市
役
所
駐
車
場
、
西
谷
貝
集
落
セ
ン

タ
ー
、
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
、
川
島
公
民
館

竹
島
公
民
館
、
養
蚕
公
民
館
、
五
所
公
民
館

中
公
民
館
、
河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館

野
殿
転
作
研
修
促
進
セ
ン
タ
ー
、
幸
町
児
童

会
館
、
嘉
田
生
崎
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

　

現
在
、
市
内
で
『
カ
ー
ナ
ビ
ね
ら
い
』
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
は
市
内
全
域
に
お

2006.11.12006.11.1

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

老
朽
化
消
火
器
の
回
収

第
３
回
下
館
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

補
装
具
費
の
支
給
が
変
更

勤
行
緑
地
都
市
計
画
変
更
案
の

縦
覧

『
カ
ー
ナ
ビ
ね
ら
い
』
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
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よ
ん
で
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
盗
難
被
害
防
止
対
策
】

①
盗
難
防
止
装
置
を
利
用
す
る
。
②
夜
間
起

き
た
と
き
な
ど
に
見
回
り
を
す
る
。
③
隣
近

所
で
声
を
か
け
合
う
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
警
察
署　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

　

市
役
所
市
民
安
全
課

　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（
������






火
�����





）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室　

▼
内
容
＝
12
・
�����





１
����




月
分
の
日

程
調
整　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者
印
・

登
録
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ　

　

�������






�
�
�
�
�
�
�

下
館
総
合
体
育
館
スポ

ー
ツ
振
興
課

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
、

　

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
』

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
お
寄
せ
い
た
だ
く
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
は
、
市
内
在
宅
の
要
援
護
者
へ
歳
末
見
舞

金
と
し
て
配
分
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
11
月
１
日（
水
）〜
12
月
15
日（
金
）

▼
受
付
場
所
＝
茨
城
県
共
同
募
金
会
筑
西
市

支
会
（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社

な
ど
の
役
員
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
し
た

場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
す

る
た
め
の
資
金
を
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て

お
く
た
め
の
国
の
共
済
制
度
で
、『
小
規
模

企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
』
と

言
え
ま
す
。
特
徴
は
、
掛
金
は
全
額
所
得
控

除
で
、
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い

ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な

り
ま
す
。

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
経
営
が

悪
化
し
た
と
き
に
、
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
中
小
企
業
を
守
る
た
め
の
国
の

共
済
制
度
で
す
。
▼
内
容
＝
無
担
保
・
無
保

証
人
で
、
積
立
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最

高
３
，
２
０
０
万
円
）
で
、
被
害
額
相
当
の

共
済
金
が
借
り
入
れ
可
能
。毎
月
の
掛
金
も
、

税
法
上
、
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で

き
ま
す
。

▼
運
営
＝
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
（http://sm

rj.go.jp/kyosai/
index.htm

l
）　

▼
加
入
申
込
＝
商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
青
色
申
告
会
（
小
規
模
企
業

共
済
制
度
の
み
）、
金
融
機
関
の
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
����




土
���



）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
�
�
���


�
�
�

角
�
���


�
�
�

コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）
�
���


�
��


ほ
か��


�
��


　

▼
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３
ｍ
×

２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し
込
み

は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

で
平
沢
（ 

TEL
　

24
　

６
０
０
０ 

）へ

　

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
��


※
�
�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
��


歩
行
者天国


の
た
め左図


の
と
お
り
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
車
両
の
通
行
が

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

商
工
観
光
課
商
工
�
�
�

振
興�
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

『
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
』
に
ご

協
力
を

下
館
地
区
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

【
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
（
中
小
企
業
倒
産
防
止
）

共
済
制
度
】

アルテリオ 国の合同庁舎

下
館
駅

羽
黒
神
社

  国
道
50
号 車両通行止

N 歩行者天国のため

▲図書利用カード裏面

企
業
共
済
制
度
の
案
内

【
小
規
模
企
業
共
済
制
度
】

わ
っ
し
ょ
い
市

図書利用カードの有効期限

　　　　　　　　　　　　　　　有効期限は、作
　　　　　　　　　　　　　　　成日から３年です。
　　　　　　　　　　　　　　　図書館では、利用者
　　　　　　　　　　　　　　　の転出などで連絡
　　　　　　　　　　　　　　　が取れないなど大変
　 　 　 　　　　　　　困っています。　　
　利用者の登録内容を確かなものにするために、有効
期限を設けました。10 月 26 日以前の図書利用カー
ドには有効期限の記載がありませんので、カウンター
で図書利用カードに有効期限を職員が記入します。み
なさんのご協力をお願いします。
　※合併前の下館市立図書館図書利用カードの有効期
限は、作成日にかかわらず、平成 20 年３月 31 日ま
でです。

【読書週間企画展】
『読書のすすめ〜熟年向け〜』

▼期間＝ 12 月 20 日（水）まで　　　　　　　　　

▼場所＝１階カウンター前　 ▼内容＝熟年向け本の
展示・貸し出しをします。
■問い合わせ　
　中央図書館　TEL 24-3530
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▼
���



日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）
〜 

19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
19
日
は
午
後
３
時

ま
で
）　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
車
場　

▼
内
容

＝
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
茨
城
県
警
音
楽
隊
＆
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
大
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
八

勝
会
空
手
・
テ
コ
ン
ド
ー
、
同
友
ク
ラ
ブ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
グ
リ
ル
、
三
丸
大

サ
ー
カ
ス
、
小
山
高
専
ロ
ボ
コ
ン
シ
ョ
ー
、

御
神
輿
渡
御
、
大
抽
選
会
、
ち
び
っ
こ
太
鼓
、

そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

��������







下
館
商
工
会
議
所　

TEL
　

22
　

４
５
９
６

▼
12
月
７
日
（
木
）
〜 

11
日
（
月
）
＝
作

品
展　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
12
月
９

日
（
土
）
＝
①
発
表
会　

10
時
30
分
（
受

付
…
午
前
９
時
、
開
会
式
…
９
時
45
分
）　

②
作
品
販
売
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時 

③
模
擬
店
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時 

④
福
祉
相
談
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
�����




�
�������






�
�
�

場
所
＝
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
千

波
町
東
久
保
６
９
７　

TEL
　 

０
２
９
　

２
４
１
　

１
１
６
６
）

■
問
い
合
わ
せ
�
�
�
�
�

・申し込



み

　

障
害
福
祉
課　

内
線
２
２
５

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
に
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
人

権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
期
間
中
に
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日（
土
）午
後
１
時
〜（
開

場
12
時
20
分
）　

▼
場
所
＝
つ
く
ば
国
際
会

議
場
大
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
人
権
啓
発
ポス


タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
人
権
メ
ッ
セ
ー

ジ
表
彰
式
、
人
権
作
文
朗
読
（
全
国
中
学
生

人
権
作
文コ

ン
テ
スト

茨
城
大
会
優
秀
作

品
）、
講
演
…
海
老
名
香
葉
子
氏
（
エ
ッ
セ

イ
スト

）
演
題
＝
『
泣
い
て　

笑
っ
て　

頑

張
っ
て
』　

▼
費
用
＝
入
場
無
料　

▼
申
込

方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
ハ
ガ

キ
（
人
権
週
間
記
念
講
演
会
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記
）
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
後
日
、
入
場
券
を
郵
送

▼
定
員
＝
先
着
１
，
２
０
０
人　

■
問
い
合
わ
せ
�
�
�
�
�

・申し込



み

　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０

−

８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

−

６　

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

３
１
３
６

　

ＦＡＸ
０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

３
１
３
８

▼
���



日
時
＝ 

11
月
25
日
（
����



�
��


土
���


�
��


）
��

�
��


午
前
９
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
（
イ
ル
・
ブ

リ
ラ
ン
テ
、
会
議
室
ほ
か
）　

▼
対
象
＝
１

〜
６
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼
内
容
＝
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
の
お
姉
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
市
内
保
育
士
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
作
っ
て
遊
ぼ
う
、
ゲ
ー
ム
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
ほ
か　

▼
費
用
＝
無
料　

■
問
い
合
わ
せ

　

��

�
����




川
島
第
２
保
育
園

　

中
澤　

TEL
　

28
　

５
０
０
０

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
中
会
議
室　

▼

テ
ー
マ
＝
考
え
よ
う
、
健
康
で
安
全
な
く
ら
し

▼
内
容
＝
食
の
安
全
・
安
心
、
エ
イ
ズ
の
予
防

…
筑
西
保
健
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
で
活
か
す
生

活
の
知
恵
…
下
館
消
費
者
友
の
会
／
み
て
み

て
リ
フ
ォ
ー
ム
…
女
性
団
体
連
絡
会
／
快
適

な
生
活
に
は
エ
コ
ラ
イ
フ
…
下
館
生
活
学
校

／
減
塩
作
戦
を
は
じ
め
よ
う
…
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
下
館
支
部
／
ま
ち
の
保
健
室
（
血

圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談
）
…
市

民
病
院
、
茨
城
県
看
護
協
会
筑
西
古
河
支
部
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
���


�
�

商
工
振
興
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６

第
２
回
筑
西
市
保
育
ま
つ
り

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』

人
権
週
間
記
念
講
演
会

筑
西
夢
ス
タ
イ
ル

し
も
だ
て
商
工
ま
つ
り
２
０
０
６

講師…海老名香葉子氏

第
13
回
障
害
者
の
文
化
祭

第
37
回
み
ん
な
の
生
活
展
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▼
日
時
＝
11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
�
���������








黒
子
公
民
館
�����




・
����



研
修
室�　

 

▼
対

象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
内

容
＝
絵
本
『
��

�
����



�
����



オ
ッ
ト
ー
の
く
ち
ぶ
え
���

』『
�と

な
り
の
た
ぬ
き
���

�
�
������






』��

�
�
������






、
�
�
�
������






紙
芝居

『
�����





う
し
ろ
の
ま

き
ち
ゃ
ん
����


�
��������








』『
��

�
��������








ど
ん
ぐ
り
の
あ
か
ち
ゃ
ん
�』

■
問
い
合
わ
せ　

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
��

・
�和

室����������������

















　

���������������















▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
������






が
ん
ば
れ　

は

ぶ
ら
し
ハ
ー
マ
ン
��
�
����



�
��


』『
�
����



�
��


ゆ
っ
く
ら　

ゆ
っ
く

ら　

よ
た
よ
た
���

�
�
������






』��

�
�
������






、
�
�
�
������






紙
芝居

『
�����





か
わ
へ
お
ち

た
た
ま
ね
ぎ
さ
ん
���

�
�

』��

�
�

、
�
�
�

歌
�
�
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

�����������










�

読
み
聞
か
せ
の
会
����



�

・
���


�

て
る
て
姫

　

���

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園
（
雨
天
時
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
公
園
『
河
童
』）　

▼
対

象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー

ム
�
��
ほ
か�　

■
問
い
合
わ
せ　

　

�
�
�
�
�
�
���


未
来ネ

ッ
トワ

ー
ク　

　

栗
原　

TEL 

24
　

８
０
７
０

▼
テ
ー
マ
＝
����



�
�
�
�����





子
ど
も
に
愛
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
か�����






　

▼
日
時
＝
11
月
16
日
（
����




木
���



）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
����



�
�
���



場
所
＝
�
�
�
���



中
央図

書
館
�・

和
室　

▼
講
師
＝
（
社
）
スコ

ー
レ
家
庭
教

育
振
興
協
会　

平
石
喜
美
子　

▼
入
場
無

料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央図

書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
����������










で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
��

』
紙

芝居

『
�
���


�
��


ひ
も
が
一
ぽ
ん
�』

■
問
い
合
わ
せ　

　

�������






�

野
ば
ら
の
会　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

▼
場
所
＝
ピ
ア
し
ら
と
り（
小
塙
）

▼
内
容
＝
①
バ
ザ
ー
（
午
後
１
時
〜
）
と
模

擬
店
…
手
作
り
み
そ
、
パ
ン
、
野
菜
、
園
芸

品
な
ど
利
用
者
作
品
の
販
売　

②
催
し
物
…

茨
城
県
警
察
音
楽
隊
の
地
域
安
全
コ
ン
サ
ー

ト
、
輪
投
げ
大
会
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

　

�������






ピ
ア
し
ら
と
り�　

TEL 

25
　

０
８
３
３

　

制
度
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

開
演　

３
時
終
了
▼
場
所
＝
下
館
第
二
高
等

学
校　

第
２
体
育
館　

▼
講
演
＝
水
戸
地
方

裁
判
所
下
妻
支
部　

佐
々
木
明
日
香
裁
判
官

▼
参
加
人
員
＝
３
年
生
２
０
３
人
お
よ
び
一

般
参
加
者
（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
�
�
�
�
�

・申し込



み

　

下
館
第
二
高
等
学
校　

TEL 

22
　

５
３
６
１

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分　

▼
場
所
＝
下
館
工
業
高
等
学

校　

▼
公
開
内
容
＝
展
示
物
、
模
擬
店
、
設

備
見
学
な
ど　

▼
申
込
＝
当
日
校
内
で
受
付

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
工
業
高
等
学
校　

TEL 

22
　

３
６
３
２

　

12
月
10
日
（
日
）
は
茨
城
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
選
挙
離
れ
が
進
ん
で
い
る
若
者
の
選

挙
への
参
加
を
目
指
し
、
期
日
前
投
票
所
の
立

会
人
と
し
て
若
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
に
お
い
て
、

選
挙
の
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
立

ち
会
う
人
を
言
い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る

20
歳
代
、
30
歳
代
の
人　

▼
募
集
人
員
＝
32

人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
▼
立
ち
会

う
日
＝
12
月
２
日
（
土
）
〜
９
日
（
土
）
の

希
望
す
る
日　

▼
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時　

▼
場
所
＝
市
本
庁
ま
た
は
各
支

所
の
期
日
前
投
票
所　

▼
報
酬
額
＝
日
額
９
，

６
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
総
務
課
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
部
総
務
課
内
）

　

内
線
３
３
１

　
『
子
ど
も
・

妊
産
婦
と
く

す
り
』を
テ
ー

マ
に
、
く
す

り
の
正
し
い

服
用
の
し
か

た
、
つ
き
あ

い
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
25
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

受
付
…
９
時
30
分
〜
45
分　

▼
場

所
＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師

＝
茨
城
県
薬
剤
師
会
筑
西
支
部
副
支
部
長　

石
津
隆
先
生　

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
０

歳
～
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
持
参
物
＝
お
く
す
り

手
帳
（
薬
を
服
用
中
の
人
）　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼
募
集
人
員
＝
先
着

30
人　

▼
託
児
＝
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。　

読
み
が
た
り

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

読
み
聞
か
せ
（
黒
子
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

第
16
回
し
ら
と
り
ま
つ
り

『
志
工
祭
』
文
化
祭
公
開

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

『
裁
判
員
制
度
』
講
演
会

『
若
者
に
よ
る
選
挙
期
日
前
投
票

立
会
人
』
募
集

『
子
育
て
講
演
会
』
参
加
者
募
集
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■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
12
月
６
日
（
水
）
…
に

こ
に
こ
ク
リ
ス
マ
ス　

12
月
13
日
（
水
）
…

に
こ
に
こ
ク
リ
ス
マ
ス　

12
月
20
日
（
水
）

…
に
こ
に
こ
ク
リ
ス
マ
ス　

▼
時
間
＝
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分　
　

▼
募
集
人
数
＝

先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
11
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
＊
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の

０
歳
～
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
保

護
者
で
す
。
※
初
め
て
の
人
は
、
利
用
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）
電

話
の
場
合
、
印
鑑
は
後
日
持
参
。

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

�����������











下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

　

調
理
を
通
し
て
『
食
育
』
に
つ
い
て
親
子

で
体
験
し
よ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
・
調
理
室　

▼
講
師
＝
市
食
生

活
改
善
推
進
員　

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
学

４
〜
６
年
生
ま
で
の
親
子　

▼
募
集
人
員
＝

先
着
20
人　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
持
参
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
込
期
限
＝
11

月
20
日
（
月
）　

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

��������








下
館
保
健
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

24
　

２
２
６
６

▼
���



日
時
＝
11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正

午　

���������������















▼
��������������














会
場
＝
協
和
公
民
館
１
階
総
合
ホ
ー

ル　

▼
対
象
者
＝
幼
児
お
よ
び
保
護
者
20
組

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
持
参
物
＝
動
き
や
す

い
服
装
、
飲
み
物
な
ど　

▼
申
込
締
切
＝
11

月
21
日
（
火
）　

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

������





協
和
公
民
館　

TEL
　

57
　

２
５
１
１

　

内
線
３
３
３

　

安
全
で
衛
生
的
な
食
肉
を
消
費
者
に
提
供

す
る
た
め
、
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
な
ど
の
食

肉
は
、
食
肉
衛
生
検
査
所
が
検
査
を
し
て
い

ま
す
。
消
費
者
に
検
査
所
の
業
務
内
容
を

知
っ
て
も
ら
い
、
食
肉
の
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
の
疑
問
や
質
問
に
答
え
る
た
め
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４

時　

▼
場
所
＝
筑
西
合
同
庁
舎
（
二
木
成
）

３
階
第
２
会
議
室　

▼
定
員
＝
先
着
30
人

■
問
い
合
わ
せ
・申し込



み

　

茨
城
県
県
西
食
肉
衛
生
検
査
所

　

延
島
・
河
又　

TEL
　

22
　

７
７
６
６

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（
祝
）
午
前
９
時
〜

※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所
＝
明
野
公
民
館

▼
コ
ー
ス
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
東
保
末
〜
谷
原
方

面
（
約
９
㎞
）　

Ｂ
コ
ー
ス
…
築
地
〜
東
保

末
方
面
（
約
5.5
㎞
）　

▼
対
象
者
＝
市
内
在

住
の
人　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
当
日
参
加
可

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

�
�
�
�
�
�
��

スポ

ー
ツ
振
興
課�　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　

明
野
公
民
館　
　
　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

　

９
月
末
に
下
館
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

が
発
足
し
ま
し
た
（
会
員
50
人
）。
市
内
や
、

下
館
駅
か
ら
水
戸
線
、
常
総
線
、
真
岡
鐵
道

沿
線
な
ど
を
歩
き
、
歴
史
や
文
化
、
景
勝
地

な
ど
を
楽
し
く
探
索
す
る
会
で
す
。
希
望
者

に
は
入
会
案
内
、行
事
計
画
を
送
付
し
ま
す
。

▼
例
会
＝
毎
月
１
回

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

�
��

���
����


渡
辺�

���
����


　

ＴＥＬ����


・
ＦＡＸ
24
　

０
４
７
４

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
思
い
や
り
、
支
え

あ
い
、
助
け
合
っ
て
生
き
る
ふ
れ
あ
い
の
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）　

▼
内
容
＝

午
前
中
…
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
る
団
体
の
講
演　

午
後
…
分
科
会
（
①

自
分
色
に
輝
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
団
塊
の
世

代
と
と
も
に　

②
地
域
の
支
え
あ
い
は
時
間

通
貨
か
ら　

③
障
害
児
と
と
も
に
育
て
る
地

域
の
和　

④
始
め
よ
う
、
た
す
け
あ
い
活

動
と
ネ
ッ
トワ

ー
キ
ン
グ
）　

▼
参
加
費
＝

５
０
０
円
（
資
料
代
）
▼
募
集
人
員
＝
先
着

１
０
０
人　

▼
申
し
込
み
＝
申
し
込
み
用
紙

（
公
共
機
関
に
備
え
付
け
）
に
記
入
の
う
え
、

左
記
ま
で
。　

■
問
い
合
わ
せ 

・申し込



み

　

����




〒
３
０
８

−

０
８
５
７

　

筑
西
市
小
川
１
４
４
４

−

２
８

　

小
松
崎
登
美
子　

ＴＥＬ
・
ＦＡＸ
　

28
　

０
１
３
６

 

Ｓ
Ｌ
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売
中

▼
価
格
＝
大
…
１
，
０
０
０
円　

小
…
３
０
０
円

▼
発
売
所
＝
真
岡
線
各
駅
・
真
岡
駅
西
口
Ｓ
Ｌ
館
・

Ｓ
Ｌ
列
車
内　

▼
郵
送
申込

＝
大
の
み
１
，
５
０
０

円
（
送
料
込
み
）
郵
便
小
為
替
、
現
金
書
留
で
申し


込
み
く
だ
さ
い　
　

■申込  〒 321-4306    真岡市台町 2474-1
　　 真岡鐵道株式会社カレンダー係宛
　    ＴＥＬ 0285-84-2911

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
・
リ
ト
ミ
ッ
ク

参
加
者
募
集
（
協
和
公
民
館
）

あ
け
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

下
館
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
者
募
集

『
親
子
料
理
教
室
』
参
加
者
募
集

『
地
域
た
す
け
あ
い
研
修
会
』
ＩＮ

筑
西

食
肉
の
安
全
に
関
す
る
意
見
交
換

会
参
加
者
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

12
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

被
害
相
談
窓
口
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Information
▼
市
民
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

◎
警
察
安
全
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　 
０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

９
１
１
０

◎
性
犯
罪
被
害
相
談
『
勇
気
の
電
話
』

　

TEL
　 

０
���



１
２
０
　

５
５
６
　

９
４
２

◎
ち
か
ん
等
被
害
相
談
所

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

２
２
１
　

２
７
１
４

◎
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

０
９
０
０

◎
悪
質
商
法
１
１
０
番

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

７
３
７
９

◎
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
相
談

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

３
０
１
　

８
１
０
９

▼
関
係
機
関
・
団
体　

◎
（
社
）
い
ば
ら
き
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

２
３
２
　

２
７
３
６

◎
（
財
）
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　 

０
�
�
２
�９
　

２
２
８
　

０
８
９
３

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
警
察
署　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

▼
日
時
＝
11
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　

▼
場
所
＝
市
役
所
玄
関

前
（
し
も
だ
て
商
工
ま
つ
り
会
場
内
）

■
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）
下
館
法
人
会　

TEL
　

22
　

２
８
０
６

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
～　

▼
場
所
＝
関
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
者

＝
介
護
し
て
い
る
家
族
（
市
内
在
住
）　

▼

内
容
＝
高
齢
者
の
食
事
、
飲
み
込
み
や
す
く

す
る
口
の
体
操
・
交
流

■
問
い
合
わ
せ
・申し込



み

　

関
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

37
　

６
０
４
４

▼
日
時
＝
１
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
～
（
開

場
12
時
30
分
）
▼
場
所
＝
明
野
公
民
館　

▼
対

象
者
＝
筑
西
市
・
桜
川
市
・
下
妻
市
に
在
住
の

18
歳
以
上
の
人　

▼
内
容
＝
⑴
特
別
講
演
…
講

師　

永
六
輔
氏 

⑵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
①
生
活
習

慣
病
予
防
対
策　

②
循
環
器
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て　

⑶
展
示
、
実
演
ほ
か　

▼
募
集
人
員

＝
特
別
講
演
…
８
１
０
人
（
４
０
５
組
）
⑵
と

⑶
は
入
場
制
限
無
し　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼

参
加
申
込
＝
⑴
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要
。
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
、

返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入
（
車
イ
ス
で

来
場
の
人
は
そ
の
旨
を
記
入
）
▼
申
込
締
切
＝

12
月
５
日
（
火
）
到
着
分
ま
で　

▼
参
加
の
可

否
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
通
知

■
問
い
合
わ
せ
・申し込



み

　

〒
３
０
８

−

０
８
４
１　

筑
西
市
二
木
成

　

８
２
７

−

１　

真
壁
医
師
会
事
務
局
内
市

　

民
循
環
器
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　

TEL
　

24
　

８
７
８
８　

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４

時　

▼
場
所
＝
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

▼
対
象
者
＝
市
民　

▼
講
師
＝
筑
波
大

学
名
誉
教
授　

村
上
和
雄
先
生　

▼
演
題
＝
笑

い
と
健
康
（
良
い
遺
伝
子
か
ら
笑
い
と
健
康
を
）

■
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
歯
科
医
師
会

　

県
西
支
部　

武
内　

TEL
　

25
　

２
０
３
２

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（
木
）、
10
日
（
金
）、

13
日
（
月
）、
27
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時　

▼
場
所
＝
筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人
（
下
館

地
区
）　

▼
内
容
＝
高
齢
者
向
け
の
軽
い
運

動　

▼
持
参
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動

し
や
す
い
服
装
、
靴　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

■
問
い
合
わ
せ
・申し込



み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

【
�
�
�
���


善
意
銀
行
】　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

匿
名��������������















　

�������������













３
，
０
０
０
��������








円
／
������






匿
名����





　

���



１
８
，

０
０
０
円
／
（
株
）
秀
倭
様　

１
０
０
，

０
０
０
円
／
六
美
会
様　

４
，
４
０
０
円
／

ゆ
う
き
動
物
病
院
様　

５
，
０
０
０
円
／
21

年
会
様　

７
０
，
０
０
０
円
／
新
井
か
つ
様

（
東
榎
生
）　

マ
ッ
ト
レ
ス
、
ゴ
ザ
／
ヤ
マ
ト

精
機
（
株
）
様　

石
け
ん
30
個

連　絡
問い合わせ

広報広聴課広聴係
ＴＥＬ 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

11 月 13 日（月）
午前９時〜電話予約

（先着 8 人）

相談員

行政相談委員
（総務大臣委嘱） 

弁 護 士

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

11 月 22 日（水）
午後１時〜３時

区分

行政相談

法律相談

＊行政・法律相談に応じます  ＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人

□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

＊１２月４日（月）〜１０日（日）は人権週間です。
＊筑西市では市内４か所で、12 月２日（土）に特設相談所を開設します。
　（詳細は、次号でお知らせします）

今月の納税

国民健康保険税（６期）

納期限：11月30日（木）

納税に便利な口座振替をご利用
下さい。手続きは、金融機関の
届出印を持参のうえ市収税課ま
たは市内の金融機関・郵便局へ
■問い合わせ
　市収税課管理係　内線４４４

介
護
者
教
室
〜
介
護
い
き
い
き
と
〜

木造住宅簡易耐震診断相談
　　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く倒壊し、
多数の人が犠牲となりました。いつ起こるかわから
ない地震に備えて建物が安全かどうか、専門家（相
談員）が会場で相談に応じます。一緒に確認してみ
ましょう。

▼受付＝随時募集　 ▼日時＝申込受付け後、開催
日などを後日連絡します。 ▼場所＝本庁舎エント
ランスホール　 ▼相談員＝（社）茨城県建築士会
筑西支部　 ▼相談内容＝わが家の耐震診断（問診
表）による相談　※申込受付後、事前に現地で簡
易的な予備調査を行います。 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み 
　　建築課建築係　TEL 20-1177

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

市
民
循
環
器
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
歯
科
医
師
会
県
西
支
部
講
演
会

転
倒
骨
折
予
防
教
室

愛
の
献
血



発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.39
平
成
18
年
11
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

人口＝男 55,285 人　女 56,369 人　計 111,654 人　世帯数＝ 34,772 世帯（平成 18 年 �� �����������10�����������月����������１���������日現在・常住人口）

小
栗
判
官
ま
つ
り

遙
か
な
る
中
世
絵
巻
を
再
現

ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
華
麗
な
る
戦
国
絵
巻
を
思
わ
せ

る
武
者
行
列
。
小
栗
判
官
と
照
手
姫
、
十
勇
士
、
子

ど
も
武
者
な
ど
総
勢
３
０
０
人
が
、
新
治
駅
前
通
り
を
練
り
歩
く
。　

郷
土
芸
能
や
よ
さ
こ
い
踊
り
も
参
加
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
。　

沿
道
は
多
く
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
つ
り
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

歩行者天国（JR新治駅前通り）

12

３
月

日
（日）

会　

場
・
新
治
小
学
校
ほ
か

午
前
９
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

第 17代・小栗判官役

太川 陽介さん

タレント・たがわようすけ

第 17 回

●小栗判官武者行列（正午～午後３時）　●よさこい流し踊り

午前10時～午後３時

メイン会場（新治小学校）
メインステージ　●『太川陽介』トークショー　●郷土芸能発表　　　
●協和中ブラスバンド　●協和中よさこいソーラン　●大和保育園和太
鼓　●ボウケンジャーショー　●武者行列の出陣式・凱旋式
メイン広場　●協和商工祭　●筑西市物産展　●農産物の直売　ほか

午前９時～午後４時

第２会場（協和総合センター）
クラシックカーミーティング　●クラシックカー展示
サブステージ　●レースクイーン撮影会　●マインド 40コンサート
防災コーナー　●愛の献血　●煙体験　●シートベルト体験車

午前10時～午後3時

●主催／小栗判官まつり実行委員会
●問い合わせ／協和経済課
　℡ 57-2511　内線 215

　

人
の
手
に
よ
っ
て
、
美
し
い
環
境

が
保
た
れ
る
里
山
。
私
が
昔
遊
ん
だ

近
所
の
雑
木
林
は
、
今
で
は
人
を
寄

せ
付
け
な
い
。
里
山
の
再
生
に
力
を

注
ぐ
人
た
ち
の
汗
は
、
私
に
忘
れ
て

い
た
何
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

次
の
休
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
も
連

れ
て
里
山
へ
行
き
た
い　
　
　
（
ま
）

　

���


�

今
日
か
ら
11
月
。
柿
や
栗
、
き
の

こ
な
ど
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
時

節
で
あ
る
。
一
方
、
３
日
は
文
化
の

日
『
自
由
と
平
和
を
愛
し
文
化
を
す

す
め
る
』
日
で
あ
る
。
物
騒
が
せ
な

昨
今
だ
が
、
世
界
全
て
の
国
、
全
て

の
人
が『
普
遍
の
平
和
を
共
有
す
る
』

日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
。    

（
も
）

編

集

後

記

　

市
の
花
で
あ
る
コ
ス
モ
ス
に
は
調

和
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
市
が
目
指

す
調
和
が
と
れ
た
発
展
の
象
徴
で
も

あ
り
ま
す
。『
筑
西
市
』
と
い
う
名

の
花
を
更
に
大
き
く
咲
か
せ
る
た
め
、

そ
し
て
少
し
で
も
そ
の
役
に
た
て
る

よ
う
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
に
今

後
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
∞
）

市の花「コスモス」　観音川沿い3.2㎞のフ
ラワーロードには、80万本のコスモスが咲
き誇り、道行く人たちを楽しませています。
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